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　軽井沢には素晴らしい人々との出会いが

ある。有名、無名に限らずそれぞれ独特の

世界観を持ち活躍している人が多い。私が

『軽井沢ヴィネット』という高原誌を始め

たきっかけも、そうした人々との出会いの

中から生まれたものだった。

　1986 年、「避暑地・軽井沢」100 周

年記念のキャッチフレーズは「自然が好き、

人が好き、だから軽井沢」だった。自然が

素晴らしい所なら信州にはたくさんある。

しかし、国内外から多くの人々が集まり、

小さな村が国際的な避暑地・別荘地とし

ての歴史を持つようになった所というの

は、稀な場所ではないだろうか。軽井沢

がそこまで名声を得たのは、避暑地とし

て夏を過ごし、この地を大切に思ってく

れた人々がいたからこそと言える。

　では、どんな人が訪れ、どんな生活を

していたのかというと、明治・大正時代

はともかく、戦後から現代はあまり記録

が残っていない。避暑地 150 周年、

200 周年の記念の年にはそうした記録

が必要になる。この地に文化的、芸術的

な面で足跡を残した人々について伝える

ことは、後世の人々にとっても知りたい

ことに違いない。

　現代のような時の流れの速さの中で

は、事実がどんどん風化していく。それ

を考えると、私が 40 年の間に「別荘訪問」

などの取材で出会った人々を記録する必

要があるのかもしれないと思っている。
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野の花を描きつづけた人

深沢紅
こ う こ

子 さん（画家）　

　私が画家の深沢紅子さんを訪ねたの

は 1982( 昭和 57) 年の夏。初めての

「別荘訪問」の取材だった。別荘は堀

多恵子さん（作家・堀辰雄夫人）から

借りている、あの有名な 1412 の杉

皮張りの山荘。庭にはフシグロセンノ

ウやキスゲ、マツムシソウなどたくさ

んの花が咲いていた。

 「私はこの別荘へ、花を描きたくて来

るんですよ」

　深沢さんの描く野の花の絵は堀辰雄

や立原道造の詩集の装丁として知られ

ていたが、仕事というよりは軽井沢で

の生活を楽しみながら、好きな絵を描

くという雰囲気が感じられた。このと

き堀や立原、津村信夫など作家や詩人

とのエピソードを語っていただいた

が、中でも雲場池を一緒に回ったとき

の川端康成の思い出は印象的だった。

（続く）

　バイパス沿いの北欧式ログハウスレ
ストラン「ヴェルソ」の秋冬限定メニ

最後までアツアツ
野菜たっぷり焼きパスタ

ューは、スキレットに入った焼きパス
タ。熱したスキレットに旬の高原野菜
を使ったパスタを入れ、チーズをのせ
て焼き上げたアツアツのメニューは、
寒い軽井沢にぴったり。トマトベース
の極細パスタに、ホウレンソウやきの
こ、大根やカブ、パプリカなど、シェ
フ自ら仕入れに行く地元食材が盛りだ
くさんで、見た目よりもボリューム満
点。「今月は保温性の高いストウブ鍋で
出す、あったかメニューが他にも登場
しますよ」とシェフの堀さん。

「焼きパスタのランチセット」
日替りスープとサラダ、コーヒー付きで 1280 円。

ヴェルソ 軽井沢
軽井沢町長倉 1278-7　
11:30 ～ 14:30(L.O.)17:30 ～ 20:30(L.O.)
TEL.0267-45-3699　火曜定休 ( 季節変動あり )
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　旧軽井沢の老舗パン屋
に、パンに合うテイクア
ウ ト 惣 菜「OUCHI de 
BAR」が登場した。別荘
客などの常連からのリク
エストに応えて今夏から
販売を開始。信州牛ほほ
肉をビールで煮込んだ

「カルボナード」（1059 円）
や「イワシのコンフィ」

（843 円）など 4 種類を
提供し、温めるだけで手

ベーカリー考案の
パンに合う惣菜

軽に食べられる。「お肉
の惣菜はしっかりとした
味わいなので、ライ麦や
クルミを使った歯ごたえ
のあるパンによく合いま
す。イワシのコンフィは
食パンに挟んで食べると
おいしいですよ」と店長
の栁澤さん。店内のイー
トインコーナーでも食べ
られる。

国産牛のハチノス（胃袋）を煮込ん
だ「トリッパ」（735 円）や、「信州
ハーブ鶏と玉ねぎのバルサミコマリ
ネ」（778 円）も販売。

ブランジェ浅野屋
軽井沢旧道本店
軽井沢町軽井沢 738
8:00 〜 18:00（季節変動あり）
TEL0267-42-2149
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深沢紅子さん。1982 年、旧軽井沢で撮影。


